10.高密度星物質の粘性に関する研究(上智大学理工学研究科,修士論文題目・アブストラクト(1987年度)その1) by 竹内, 秀雄
Title10.高密度星物質の粘性に関する研究(上智大学理工学研究科,修士論文題目・アブストラクト(1987年度)その1)
Author(s)竹内, 秀雄









竹 内 秀 雄
【序論】
高密度星の回転について研究する際,粘性率は非常に重要な役割を果たすことが
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1979(2),NandkumarandPethick1984(3))などがある｡一方､イオンからの寄与
による粘性率 符i[g･cm-1･sll]に関する研究としては (Bernu,Vie= efosse
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【結論】
forthe Fematter
(1)高密度での強 く縮退した電子からの寄与による粘性率 qeを,イオン相関と
強 く縮退した相対論的電子の誘電関数を考庶して計算し,値を求め,解析
的なフィッティングの公式を与えた｡
(2)電子からの寄与による粘性率可eと,イオンからの寄与による粘性率可iと
の値の大きさを3種類 (He,C,Fe)のプラズマの下で比較検討した｡いず
れの場合も密度が大きくなるにつれて,符iよりも可Cの値の方が大きくな
っていくということがわかった｡ 尚,今回の発表の内容に関しては,班
に (ltoh,N‥Kohyama,Y.,andTakeuchi,H･1987(5))において発表済みで
ある｡
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